
 

資料４-１ 
医療に関する市民アンケートについて（案） 

 

１ 目的 

   健康・医療に関する市民ニーズを把握し、市民が安心して医療を受けることが

できるよう、在宅医療推進などの地域医療の向上に向けた企画立案及び基礎資料

とすることを目的とする 

 

２ 対象 

   ２０歳以上の吹田市民 ３，０００人 

 

３ 調査時期及び調査方法 

平成 28 年 8 月上旬 郵送にてアンケート票送付 

平成 28 年 8 月下旬 返送締切（返信用封筒） 

 

４ 調査項目 

 

（１）本人の状況（基本属性）  

１  性別 

２  年齢層 

３  居住地（６圏域別） 

４  家族構成 

５  加入している健康保険の種別 

６  要介護認定（要支援含む）の有無 

７  要介護認定結果 

８  定期的な受診状況 

９  世帯の年間収入 

 

（２）医療情報の入手方法 

１０ 医療情報の入手先 

 

（３）医療機関の機能分担・選定療養費について 

１１ 医療機関の機能分担の認知度 

１２ 選定療養費の認知度 

１３ 自身が病気になった場合の選定療養費を踏まえた受診行動 

 

（４）かかりつけ医について 

１４ かかりつけ医の仕組みの認知度 

１５ かかりつけ医の有無 

１６ かかりつけ医の種類（一般病床 200 床以上の市内の病院・それ以外の病院等） 

１７ かかりつけ医を選択した理由（一般病床 200 床以上の病院） 

１８ かかりつけ医を選択した理由（それ以外の病院等） 

１９ かかりつけ医がいない理由 



 

（５）かかりつけ歯科医について 

２０ かかりつけ歯科医の有無 

２１ かかりつけ歯科医を持った理由 

 

（６）かかりつけ薬局について 

２２ かかりつけ薬局の有無 

２３ かかりつけ薬局を決めていない理由 

２４ おくすり手帳の所持・活用状況 

 

（７）ジェネリック医薬品について 

２５ ジェネリック医薬品の認知度 

２６ ジェネリック医薬品の使用希望の有無 

２７ ジェネリック医薬品を希望しない理由 

 

（８）在宅医療について 

２８ 在宅医療の認知度 

２９ 自宅療養に対する希望 

３０ 自宅療養を希望しない理由・困難だと思う理由 

３１ 自分の人生の最期はどこで迎えたいか 

３２ 家族の人生の最期はどこで迎えさせてあげたいか 

３３ 人生の最期の場所で自宅を選んだ理由 

３４ 人生の最期を迎えたい場所について、家族と話をするか 

３５ 人生の最期を迎えたい場所について、家族と話をしない理由 

 

（９）救急医療について 

３６ 市内救急病院以外の相談・受診先の認知度 

３７ 平日夜間の急病時に受診する医療機関 

 

（１０）充実して欲しい医療について 

３８ 充実して欲しい診療科目 

３９ 充実して欲しい医療 


